
　
風
越
山
は
、
日
本
各
地
の
山
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
太
古
か
ら
神
霊
の
依
り
代

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
中
世

紀
末
葉
に
新
た
に
加
賀
の
白
山
神
が
勧
請

（
分
霊
を
祀
る
）
さ
れ
、
山
頂
に
社
殿
が

営
ま
れ
た
。
そ
の
折
、
白
山
の
場
合
に

な
ぞ
ら
え
て
、
登
拝
路
の
要
所
に
当
る

虚
空
蔵
山
頂
に
中
居
の
社
を
設
け
た
。

　
や
が
て
奥
社
の
三
神
像
を
祀
る
造
り
付

け
の
厨
子
の
六
枚
の
扉
絵
と
し
て
、
そ
の

表
に
は
縵
幕
と
総
角
、
裏
（
内
側
）
に
は

神
を
讃
嘆
し
あ
る
い
は
守
る
瑞
鳥
、
霊
獣

の
類
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
聖
な
る
鳥
獣
が
発
す
る
霊
気

は
、
神
の
神
威
の
力
を
通
し
て
、
山
上
か

ら
平
地
へ
と
降
り
そ
そ
ぐ
。
そ
れ
は
太
古

か
ら
の
信
仰
で
あ
る
生
命
を
育
む
深
山
の

力
と
一
体
化
し
て
い
る
。

　
今
ま
で
、
こ
の
神
像
、
扉
絵
は
人
の
眼

に
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
の
度
の
神
殿
修
理
と
、
扉
絵
二
枚
の

当
館
へ
の
出
品
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

製
作
年
代
や
作
者
の
研
究
に
力
を
注
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
伊
那
谷
の
歴
史

研
究
に
お
け
る
大
事
と
心
得
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
。

扉
絵
は
何
を
語
る
か

館  

長

井 

上
　  

正

飯田城絵図　下伊那教育会蔵

か
ざ
こ
し
や
ま

か
ん
じ
ょ
う

こ
　
く  

ぞ
う

な
か
お
り

と
び
ら
え

ま
ん
ま
く

あ
げ
ま
き

ず
い
ち
ょ
う

た
ぐ
い

ぶ
ん
れ
い

よ

し
ろ

７０
２００５.７. １
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「
丘
の
上
」
と
よ
ば
れ
る
飯
田

―
こ

の
街
は
飯
田
城
を
中
心
と
す
る
城
下
町
と

し
て
成
り
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
起
こ
り
は

室
町
時
代
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
戦
国
時
代
に
伊
那
谷
を
支
配
し
た
武

田
信
玄
以
来
、
飯
田
下
伊
那
地
方
の
要
の

城
と
し
て
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
安
土
桃
山

時
代
に
は
、
毛
利
・
京
極
氏
に
よ
っ
て
一

〇
万
石
の
城
下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
、
江

戸
時
代
に
な
る
と
、
と
り
わ
け
堀
氏
時
代

に
は
わ
ず
か
二
万
石
前
後
の
城
下
町
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飯
田
下
伊
那
地
方

の
中
核
を
な
す
都
市
と
し
て
、
経
済
や
文

化
に
お
い
て
も
、
た
い
へ
ん
栄
え
た
の
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
飯
田
城
は
廃
城
と
な
っ
て
徹
底
的
に
破

壊
さ
れ
、
城
下
町
の
町
並
み
も
し
だ
い
に

姿
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一

九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
）
の
大
火
に
よ

っ
て
街
の
大
半
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
今
日
で
は
、
城
と
城
下
町

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
史
跡
は
ほ
と
ん
ど
目

に
つ
か
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
本
館
で
は
、
古
絵
図
と
照
ら
し

な
が
ら
隠
れ
た
史
跡
を
訪
ね
歩
き
、
飯
田

の
成
り
立
ち
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願

っ
て
、
『
飯
田
城
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
こ

の
た
び
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
特
別
陳
列
は
、
こ
の
冊
子
の
中
で
紹

介
し
た
絵
図
を
中
心
に
、
飯
田
城
関
連
の

資
料
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
本
物
の
史
資

料
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
飯
田
城
と
城
下
町

に
思
い
を
は
せ
、
街
中
を
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
展
示
解
説
会
　
７
月
１７
日
（
日
）
・
２４

日
（
日
）・
３０
日
（
土
）、
８
月
７
日
（
日
）・

１３
日
（
土
）
　
午
後
２
時
〜

■
『
飯
田
城
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』 

 

本
館
・

市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
て
発
売
中
。

�

　
田
中
芳
男
（
一
八
三
八
〜
一
九
一
六
）

は
、
明
治
の
近
代
化
の
中
で
活
躍
し
た
物

産
学
者
で
、
日
本
の
博
物
館
・
博
覧
会
の

父
と
よ
ば
れ
ま
す
。
中
荒
町
（
中
央
通
り

二
丁
目
）
に
あ
っ
た
久
々
利
（
岐
阜
県
可

児
市
）
の
旗
本
千
村
氏
の
飯
田
役
所
に
勤

め
る
医
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
飯
田
役
所
の
重
臣
を
務
め
た
市
岡

家
は
、
歴
代
に
わ
た
っ
て
多
彩
な
学
問
教

養
に
秀
で
、
こ
と
に
五
代
智
寛
（
一
七
三

九
〜
一
八
〇
八
）
と
七
代
嶢
智
（
一
七
六

五
〜
一
八
三
三
）
父
子
は
、
本
草
学
を
修

め
ま
し
た
。
智
寛
の
『
伊
奈
郡
菌
部
』
は

日
本
で
最
初
に
食
菌
・
毒
菌
を
区
別
し
た

キ
ノ
コ
図
鑑
と
し
て
知
ら
れ
、
収
集
し
た

実
物
標
本
は
、
日
本
全

国
か
ら
海
外
に
も
お
よ

ぶ
大
変
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
す
。
ま
た
、
嶢
智

は
全
一
八
巻
に
お
よ
ぶ

植
物
図
鑑
『
本
草
図
彙
』

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
田
中
芳
男
は
、

そ
う
し
た
市
岡
家
の
影

響
を
幼
く
し
て
受
け
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
愛
知
万
博
の
開
催
年
に
あ
た
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
開
催
し
た
企
画
展

「
江
戸
時
代
の
好
奇
心
―
信
州
飯
田
・
市

岡
家
の
本
草
学
と
多
彩
な
教
養
―
」
に
引

き
続
き
、
市
岡
家
と
田
中
芳
男
に
関
わ
る

資
料
を
特
別
陳
列
い
た
し
ま
す
。

（
付
属
事
業
）
　
　

■
講
演
会
「
万
国
博
覧
会
と
田
中
芳
男
」

　
９
月
２４
日
（
土
）
午
後
１
時
３０
分
〜

　
講
師
（
未
定
）

■
講
演
会
「
尾
張
本
草
学
と
市
岡
家
」

　
９
月
２５
日
（
日
）
午
後
１
時
３０
分
〜

　
講
師 

… 

遠
藤
正
治
氏

「東京上野公園水産博覧会」明治１６年

９
月
９
日
（
金
）
〜
１０
月
１０
日
（
月
・
祝
）

「
市
岡
家
と
博
覧
会
の
父
田
中
芳
男
」

７
月
１６
日
（
土
）
〜
８
月
１８
日
（
木
）

「
絵
図
で
み
る
飯
田
城
」

特別陳列

特別陳列

美博だより［７０］



「菊慈童」部分

　
九
月
九
日
（
陰
暦
で
は
本
年
は
）
は
陽

数
で
あ
る
奇
数
の
「
九
」
が
重
な
る
た
め

に
「
重
陽
の
節
句
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

他
の
奇
数
が
重
な
る
三
月
三
日
、
五
月
五

日
、
七
月
七
日
も
そ
れ
ぞ
れ
「
桃
の
節
句
」

「
端
午
の
節
句
」
「
七
夕
の
節
句
」
と
呼

ば
れ
祝
事
の
日
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
最
も
年
長
の
数
字
で
あ
る
「
九
」

を
重
ね
る
節
句
は
、
長
寿
を
願
う
日
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

 
 

重
陽
に
は
、
菊
の
花
を
酒
に
浮
か
べ
て

飲
む
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

菊
酒
は
長
寿
の
霊
薬
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
に
は
菊
水
（
菊
潭
）
と
呼
ば
れ
る
河

が
あ
り
、
そ
の
下
流
の
村
は
こ
と
の
ほ
か

長
寿
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
ど
こ
か
養

老
の
滝
の
伝
説
を
思
わ
せ
る
物
語
で
す
。

　
「
菊
慈
童
」
は
こ
の
説
話
の
登
場
人
物

で
す
。
周
の
穆
王
に
仕
え
た
慈
童
が
大
罪

を
犯
し
深
山
に
流
さ
れ
、
法
華
経
を
書
き

付
け
た
菊
の
葉
か
ら
し
た
た
り
落
ち
た
水

を
飲
ん
で
数
百
年
も
若
さ
を
保
っ
た
と
い

う
の
で
す
。
能
の
演
目
に
も
取
り
入
れ
ら

れ
る
こ
の
伝
説
は
、
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。「
菊
水
」
や
「
喜
久
水
」

と
い
っ
た
日
本
酒
の
銘
柄
に
使
わ
れ
、
祇

園
祭
の
菊
水
鉾
に
は
慈
童
童
の
人
形
も
乗

せ
ら
れ
ま
す
。
花
札
に
あ
る
菊
に
杯
の
絵

柄
も
こ
の
伝
説
を
示
し
た
も
の
で
す
。

 
 

近
年
、
こ
の
菊
慈
童
の
物
語
に
隠
さ
れ

た
様
々
な
秘
密
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
菊
慈
童
は
中
国
で
は
な
く
日
本
で
生

み
出
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
意
外
な

事
実
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
菱
田
春
草
の
名
品
「
菊
慈
童
」

が
館
蔵
品
に
な
っ
て
初
め
て
「
重
陽
の
節

句
」
の
時
期
に
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
菊
の
花
が
香
る
季
節
、
古
い

伝
説
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
春
草

の
世
界
を
旅
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

く
く
り
ひ
め
の
み
こ
と

メ
ー
ト
ル

　
飯
田
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
う
べ
き
風
越
山

（
標
高
一
五
三
五
　
）
の
山
頂
に
は
、
白

山
社
奥
社
の
社
殿
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
山
麓
に
あ
る
白
山
社
里
宮
と
一

体
の
も
の
で
、
本
殿
は
遅
く
と
も
永
正
六

年
（
一
五
〇
九
）
に
は
建
立
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
大
峰
山
寺
（
奈
良
県
）

に
次
い
で
日
本
で
二
番
目
の
高
所
に
あ
る

重
要
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
奥
社
保
存
修
復
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
同
社
の
拝
殿
を
六
十
五
年
ぶ
り

に
修
復
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
白
山
社
に
ゆ
か
り
あ
る
文
化
財
の

調
査
を
行
い
、
奥
社
本
殿
正
面
の
扉
絵
は

関
係
者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
本
殿
に
は
主
神
で
あ
る
菊
里
姫
命
ほ
か

三
柱
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正

面
に
両
面
開
き
の
板
扉
が
計
六
面
は
め
込

ん
で
あ
り
ま
す
。
扉
の
外
側
に
は
縵
幕
と

総
角
を
描
き
、
内
側
に
は
黒
漆
を
塗
布
し

て
金
箔
を
貼
り
、
向
か
っ
て
左
か
ら
麒
麟
、

虎
、
鳳
凰
、
亀
、
竜
、
白
沢
と
六
頭
の
霊

獣
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
組
み
合

わ
せ
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
と
り
わ
け
白
沢
は
珍
し
い
主

題
で
す
。

　
白
沢
は
中
国
で
生
ま
れ
た
伝
説
上
の
霊

獣
で
、
人
面
牛
身
、
六
つ
（
九
つ
）
の
眼

と
六
本
の
角
を
持
ち
人
の
言
葉
を
解
し
有

徳
の
王
の
治
世
に
出
現
す
る
と
い
わ
れ
、

日
本
で
も
江
戸
時
代
に
は
災
い
を
除
い
て

く
れ
る
霊
獣
と
し
て
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

　
こ
の
扉
絵
の
制
作
を
手
が
け
た
絵
師
や

塗
師
、
制
作
年
代
の
推
定
は
重
要
な
問
題

で
す
が
、
社
殿
修
復
の
証
で
あ
る
九
枚
の

棟
札
の
中
に
は
画
工
及
び
塗
師
の
名
が
記

さ
れ
た
も
の
も
あ
り
重
大
な
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
だ
検
証
す
べ
き
点
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
描
か
れ
た
主
題
や
漆
絵
と
い
う

技
法
の
希
少
性
は
評
価
す
べ
き
点
で
あ
り
、

ま
た
歴
代
領
主
ら
に
よ
っ
て
高

所
に
あ
り
な
が
ら
手
厚
く
庇
護

さ
れ
そ
の
姿
を
損
ね
る
こ
と
な

く
今
日
ま
で
伝
存
す
る
こ
と
に

対
し
て
は
、
畏
敬
の
念
を
抱
か

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
織
田
）

白
山
社
奥
社
扉
絵
（
白
沢
図
）

は
く
た
く

作
品
と
出
会
う
４
「
菊
慈
童
」

９
月
９
日
（
金
）
〜
１０
月
１０
日
（
月
）

調
査
ノ
ー
ト

調
査
ノ
ー
ト

白
山
社
奥
社
の
扉
絵

美博だより［７０］



◆
展
覧
会
◆

・
風
越
山
と
そ
の
信
仰
　
　
〜
７
／
１０

・
原
人
が
い
た
頃
の
シ
カ
　
〜
８
／
１８

・
絵
図
で
み
る
飯
田
城

　
　
　
　
　
　
　
７
／
１６
　
〜
８
／
１８

・
作
品
と
出
会
う
３
│
菱
田
春
草
「
鹿
」

　
　
　
　
　
　
　
７
／
２３
　
〜
８
／
１８

・
長
野
県
美
術
展
８
／
２８
　
〜
９
／
４

・
市
岡
家
と
博
覧
会
の
父
　
田
中
芳
男

　
　
　
　
　
　
　
９
／
９
　
〜
１０
／
１０

・
作
品
と
出
会
う
４
│
菱
田
春
草「
菊
慈
童
」

　
　
　
　
　
　
　
９
／
９
　
〜
１０
／
１０

・
信
州
油
絵
紀
行
　
９
／
９
　
〜
１０
／
１０

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
夏
番
組
）◆

「
と
っ
と
こ
ハ
ム
太
郎
」
　
〜
９
／
４

◆
追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室
の
公
開
日
◆

　
　
　
７
／
３１
・
８
／
７
・
１２
・
１３
・
１４

◆
美
博
文
化
講
座
◆

「
飯
田
城
を
巡
る
（
見
学
会
）
」

　
　
　
　
　
　
７
／
１７
　
・
２３
　
・
３１

「
伊
那
谷
の
盆
行
事
」
　
　
　
７
／
２６

「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
若
者
に
つ
な
ぐ

　
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
」
　
　
７
／
１６

「
万
国
博
覧
会
と
田
中
芳
男
」
９
／
２４

「
尾
張
本
草
学
と
市
岡
家
」
　
９
／
２５

◆
美
博
特
別
講
座
◆

「
山
水
花
鳥
の
悟
り
」
　
　
　
７
／
２３

「
日
本
的
表
現
へ
の
探
求
」
　
９
／
１１

◆
自
然
講
座
◆

「
地
域
の
両
生
類
に
つ
い
て
」
７
／
１４

「
原
人
が
い
た
頃
の
シ
カ
」
　
７
／
２１

「
里
山
の
管
理
」
　
　
　
　
　
８
／
１８

「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
」
　
　
９
／
１５

◆
子
ど
も
科
学
工
作
教
室
◆

「
天
体
望
遠
鏡
を
作
ろ
う
」
　
９
／
１０

◆
宇
宙
を
の
ぞ
こ
う
（
親
子
対
象
）◆

「
流
れ
星
を
探
る
」
　
　
　
　
７
／
１６

「
太
陽
系
の
星
た
ち
」
　
　
　
９
／
１７

◆
星
空
観
察
会
◆

「
夏
の
大
三
角
と
天
の
川
」
　
９
／
３

◆
夏
休
み
自
然
相
談
教
室
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
／
１２
・
１３
・
１４

◆
寄
贈
御
礼
◆

・
日
夏
耿
之
介
『
転
身
の
頌
』
原
稿
４１
枚

・
堀
口
大
学
『
水
の
面
に
書
き
て
』
原
稿

　
１０８
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
原
純
夫
氏

◆
臨
時
休
館
（
展
示
作
業
）◆

　
　
　
　
　
８
／
２１
〜
２７
・
９
／
６
〜
８

◆
展
覧
会
◆

・
特
別
陳
列 

考
古
学
か
ら
見
た
飯
田
下
伊

那
の
渡
来
系
文
化  

７
／
２６
　
〜
９
／
１１

◆
考
古
博
講
座
◆

・
勾
玉
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
７
／
３１

・
土
器
焼
き
　
　
　
　
　
　
　
９
／
３

◆
館
長
講
座
◆

・
飯
伊
地
方
の
渡
来
系
文
化
　
９
／
４

◆
臨
時
休
館
（
展
示
作
業
）◆

       

　
　
　
　
　
　
　
７
／
２０
・
９
／
３０

 
 

私
は
こ
の
三
月
に
東
京
か
ら
飯
田
に
来

た
ば
か
り
の
者
で
す
。
伊
那
谷
の
こ
と
は
、

全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
な
い
ま
ま
、

人
生
の
ぶ
ら
り
旅
で
も
す
る
よ
う
な
感
覚

で
美
博
に
勤
め
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
ち
ら

に
来
て
か
ら
三
ヶ
月
、
あ
っ
さ
り
と
伊
那

谷
の
自
然
に
と
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
ま
ず

は
一
目
惚
れ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
広
々

と
し
た
果
樹
園
か
ら
眺
め
る
南
ア
ル
プ
ス

の
高
嶺
、
生
き
生
き
と
し
た
人
の
営
み
が

感
じ
ら
れ
る
里
山
、
太
古
の
昔
の
ロ
マ
ン

を
秘
め
る
ハ
ナ
ノ
キ
湿
地
な
ど
は
、
私
を

魅
了
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
で
す
。

　
じ
つ
は
、
私
は
め
ず
ら
し
い
自
然
や
き

れ
い
な
自
然
に
魅
力
を
感
じ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
自
然
の

中
に
隠
さ
れ
た
面
白
い
事
を
見
つ
け
出
す

こ
と
が
好
き
で
す
。
私
は
様
々
な
植
物
の

集
ま
り
で
あ
る
植
物
群
落
に
つ
い

て
の
研
究
が
得
意
で
す
が
、
そ
ん

な
視
点
で
伊
那
谷
で
気
づ
い
た
面

白
い
こ
と
を
打
ち
明
け
て
し
ま
い

ま
し
ょ
う
。

　
日
本
列
島
の
太
平
洋
側
と
日
本

海
側
は
、
気
候
が
大
き
く
違
い
ま

す
。
最
も
特
徴
的
な
違
い
は
冬
に

降
る
雪
の
量
で
す
。
太
平
洋
側
は
雪
が
少

な
く
乾
燥
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
海
側

は
豪
雪
と
な
り
ま
す
。
伊
那
谷
は
太
平
洋

側
の
気
候
に
な
り
ま
す
。
気
候
が
大
き
く

異
な
れ
ば
、
生
育
す
る
植
物
も
異
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
特
に
下
伊
那
地
域
に
は
、

太
平
洋
側
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
海
側
の
ブ
ナ
林
な
ど
に
生
育
す
る
植
物

が
よ
く
み
ら
れ
る
の
で
す
。
不
思
議
で
す

ね
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
私
の
考
え
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
秘

密
に
し
て
お
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
あ
り
ふ
れ
た
自
然
の
中

に
も
魅
力
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
や
私
が
自
然
の
面
白
味
を
見
つ

け
出
せ
る
の
も
、
幸
い
伊
那
谷
に
あ
り
ふ

れ
た
自
然
が
あ
り
の
ま
ま
に
広
い
面
積
で

残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

残
さ
れ
た
宝
の
山
を
で
き
る
だ
け
く
ず
さ

な
い
よ
う
に
、
け
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
（
蛭
間
）
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そんな植物のひとつ、イワウチワ

美
術
博
物
館

７
・
８
・
９
月

考
古
博
物
館

│ 

新
参
者
の
私
信 

│

伊
那
谷
の
自
然
の
魅
力

（
０
２
６
５
－２
２
－８
１
１
８
）

（
０
２
６
５
－５
３
－３
７
５
５
）

美博だより［７０］


